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　HVOF溶射法により成膜したWC-Cr3C2-Ni系炭化物サーメット皮膜をXAFSを用いて評価した。
原料粉末および成膜条件の異なる2試料を対象としたCr、Ni、CのX線吸収スペクトルの相対比較
により、生成された膜の結合状態の違いを明らかにすることができた。

　参照試料、原料粉末、成膜条件の大きく異なる2種類のHVOF皮膜を試料としてCr、NiおよびC
の全電子収量法によるXANESスペクトルを測定し、スペクトル形状を相対比較することで、各元
素の化学状態の違いについて知見を得る。

　HVOF溶射法により成膜したWC-Cr3C2-Ni系炭化物サーメット皮膜の耐食性や機械的特性への
影響が大きい元素であるCr、Ni、Cの結合状態をXANESスペクトルにより調査する。

　今回得られた知見にXPS測定の知見を加えることで、C、Oを含めた元素量比を求められる可
能性が示唆された。また溶射膜の非晶質相も含めた定量が可能になれば、溶射メカニズムの解
明と技術革新に大きく貢献する可能性がある。
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　図１にCrのL2,3端XANESスペクトルを示す。2種類の皮膜のスペクトルはほぼ近似しており、以
下の特徴を持つことが明らかになった。すなわち原料のピークと比べて、L2端には大きな変化が
認められないがL3端については577eVのピークが減少する傾向を持っており、Cr・Cr-M結合の生
成、CrOxの生成とCr3C2の減少が推察されるが非晶質化については不明である。また、Ni-L3端
スペクトルからは、Ni-Cr(-C)系の結合の生成の可能性が示唆され、C-K端スペクトルからはW、
Crの炭化物の生成を示唆する結果が得られた。



<図面等>

問い合わせ先 兵庫県立大学 高度産業科学技術研究所
ニュースバル放射光施設 共用促進室

〒678-1205 兵庫県赤穂郡上郡町光都1-1-2
TEL : 0791-58-2543　 FAX : 0791-58-2504
E-mail : kyoyo@lasti.u-hyogo.ac.jp

2/2http;//www.lasti.u-hyogo.ac.jp/NS/

文部科学省　[先端研究施設共用促進事業 トライアルユース 成果報告]

兵庫県立大学 高度産業科学技術研究所 ニュースバル放射光施設


